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回 月 日 講 義 内 容 講  師 

1 ６月 ８日 中世公家の出世願望～申文（もうしぶみ） 高梨 真行氏 

皇居三の丸尚蔵館調査・保存課長 

元宮内庁三の丸尚蔵館主任研究官 

元文化庁 文化財調査官 

元東京国立博物館学芸研究部主任研究員 

        （足立区在住） 

2 ６月１５日 中世人の訴訟提訴～申状（もうしじょう） 

３ ６月２２日 
中世武家権力の裁判と判決 
  ～武家裁許状（ぶけさいきょじょう） 

会 場 足立区生涯学習センター（学びピア２１内） 

     （足立区千住５－１３－５） ５階  研修室1 

受 講 料 2,０００円 （全3回分、初日に会場でお支払い下さい） 

定 員 5０名（抽選） 

申込方法 往復はがきで下記申込先へ郵送下さい。 

住所、氏名（フリガナ）、電話番号 

「中世古文書講座」と明記して申込下さい（連名可） 

申 込 先 〒120-0034  足立区千住５－１３－５ 

問合せ先 足立区生涯学習センター内 あだち区民大学塾事務局 

     電話／ＦＡＸ 03-5813-3759（平日午後1時～4時） 

申込締切 令和７年５月2６日（月）必着 

共  催 NPO法人あだち学習支援ボランティア「楽学
がくがく

の会」 

足立区・足立区教育委員会 

交通案内 

常磐線・東武線・つくば ex・    

地下鉄「北千住」駅下車徒歩15分 
都バス・東武バス「千住4丁目」 

下車徒歩3分  

重要文化財 藤原定家申文（東京国立博物館蔵） 

 

現代人にとって歴史上の有名な事件や、人物のエピソード、武将の活躍など、その実態や実像を 

直接・間接的に伝えてくれるものが古文書と呼ばれる文献です。 

今回は中世における制度に着目し、公家たちの「昇進」や各種の「裁判」における判決に関する 

古文書を取り上げ、当時の文書行政の姿にアプローチします。 

 歌聖として知られる藤原定家も実は昇進に拘ったことなど、歴史上の人物の人間臭い一面に 

迫ります。 

毎回 日曜日 午後２時～４時 

中世人の昇進・裁判

公家文書の世界 
 

中世古文書講座 

法隆寺学侶申文案（東京国立博物館蔵） 

 


